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【6.6.3.12】中国における商標を対象にした企業動向調査                            

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

中国における商標は、中国での直接出願によるものと、国際登録出願によるものがある。これらは、中華

人民共和国国家工商行政管理総局商標局（以下、CTMO）が提供している「中国商標網」で調査

することができる。「中国商標網」を利用した事例を紹介する。なお、中国での直接出願による商標は

2017年2月現在、欧州連合知的財産庁（以下、EUIPO）が提供するTMviewや世界知的所有

権機関（以下、WIPO）が提供する Global Brand Database では調査をすることができない。 

 

2）検索事例                                                                       

CTMOが提供する「中国商標網」の検索画面は下記URL から接続することができる。 

http://www.saic.gov.cn/ 

CTMO のホームページの上部の商标查询をクリックすると下記が表示される。 

 

我接受をクリックする。「商標情報を提供するものであるが、リアルタイムに更新しておらず、タイムラグがあ

り、あくまで参考情報であり、法的責任は負わない」旨の免責事項を受け入れることになる。 

AUDI AG の中国におけるブランド展開の動向を確認した

い。どうすれば良いか？ 

Q 

http://www.saic.gov.cn/


pg. 2 
 

 

ここでは、商標番号（出願・登録）、商標名称、申請人名称などによる商标综合查询（商標総合検

索）を使用した検索事例を紹介する。 

商标综合查询もしくは矢印部分をクリックすると検索画面が表示される。 
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検索項目は以下である 

 

＜検索項目の解説＞ 

1 国際分類 

2 出願番号／登録番号 

3 商標名称 前包含（前方一致）／精确（完全一致）の検索オプションを設定することが可能 

4 申請人名称（簡体字）前包含（前方一致）／精确（完全一致）の検索オプションを設定

することが可能 

5 申請人名称（英文）前包含（前方一致）／精确（完全一致）の検索オプションを設定する

ことが可能 

6 結果出力順（分類順、番号順が選択できる） 

 

◆調査目的および調査対象 

調査対象例として下記の調査目的および対象商標を設定した。 

 

 

 

 

◆実践編 

調査事例 ＜企業動向調査＞ 

今回は中国における企業動向を調査するため、下図のとおり ⑤ 「申请人名称(英文):」に今回の調

査対象企業である【AUDI AG】を入力し、完全一致を意味する「精确」を選択する。AUDI AG の中

文社名は「奥迪股份公司」であるが、外国企業の場合、英文社名も入力されていること、国際登録で

中国を指定した出願については、中文社名の欄にも英文社名が入力されていること（中文社名では HI

T しない）から、外国企業については英文社名で検索することが薦められる。中国企業を調べる場合に

は、中文社名を特定して、調査することが薦められる。 

 

調査目的：競合他者の中国におけるブランド展開動向を確認する。 

出願人：AUDI AG 

調査対象国および地域：中国 
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查询をクリックするとリスト一覧が表示される。 

申请号／注册号（出願番号／登録番号）の頭にGがつく番号は国際登録商標であり、Gがつかない

番号はCTMOへの直接出願である。また、リストは同一商標番号であっても多区分の出願（多区分出

願の国際登録商標および 2014年以降の CTMO への多区分出願）の場合、分類ごとにレコードが作

成される。 

 

各商標の詳細を確認するには、出願番号／登録番号および青字（ハイパーリンク）をクリックする。画

像認証が別ウィンドウで開くので、認証作業を行う。スライダーをドラッグすると、パズルのピースの様な画像

が現れるので、ピースを画像に合わせると、 のマークが表示される。画像認証が成功したことになり、

「確定」をクリックすると先程指定した商標の詳細情報が表示される 

 

画像認証のステップ 

 

→ 

 

→ 
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また、既述のように中国商標網では分類ごとにレコードが作成されるため、検索結果一覧リストのデータを

基に表計算ソフトなどを使用すれば、例えば下図に示すように国際分類別出願件数などの分析を行うこ

とができる。 

 

国際登録の場合、出願・登録番号の前に Gがつく。 

 

中文社名にも英文社名が表記される。従って、中文社名

で検索した場合、国際登録で中国を指定した商標は HIT

しない。 
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この図はリストの出願番号を基に出願ルートを集計し（出願番号／登録番号の頭に G がつく番号は国

際登録商標、Gがつかない番号はCTMOへの直接出願）、かつ分類ごとの出願件数を集計したもので

あるが、これを見る限り、AUDI AG は国際登録で中国を指定している出願が多く、12類（乗物その他

移動用の装置）が最も多いことがわかる。ついで 28 類（がん具、遊戯用具及び運動用具）の出願が

全体で 100 件以上と多く、他には 18 類（革及びその模造品、旅行用品並びに馬具）、25 類（被

服及び履物）、9 類（科学用、航海用、測量用、写真用、音響用、映像用、計量用、信号用、検

査用、救命用、教育用、計算用又は情報処理用の機械器具、光学式の機械器具及び電気の伝導

用、電気回路の開閉用、変圧用、蓄電用、電圧調整用又は電気制御用の機械器具）、14 類（貴

金属、貴金属製品であって他の類に属しないもの、宝飾品及び時計）、16 類（紙、紙製品及び事務

用品）に出願していることがわかる。AUDI AG 社は自動車会社であるが、自動車関連の区分である

12類以外にも多くの商品の区分で商標出願を行っていることがわかる。 

 

◆まとめ 

CTMO が提供する「中国商標網」を利用することにより、中国において調査対象企業がどのような商標

出願を行っているか検索することができる。またHITした書誌情報を入手し加工することで動向分析を行

うこともできる。 

 

 

 

 

 

CTMO が提供する「中国商標網」では同一商標番号であっても多区分の出願

（多区分出願の国際登録商標および 2014 年以降の CTMO への多区分出

願）の場合、分類ごとにレコードが作成されている。 

リスト一覧の書誌情報をエクスポートする機能は無いため、画面に表示されてい

る書誌情報をクリップボードにコピーするなどの方法でデータを入手する必要が

ある。 

Point 


